
ソ

小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
に
要
す
る
経
費
が
多
額
で
あ
る
こ
と
。

ソ

小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
に
要
す
る
経
費
が
多
額
で
あ
る
こ
と
。

ツ

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
に
要
す
る
経
費
が
多
額
で
あ
る
こ
と
。

ツ

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
に
要
す
る
経
費
が
多
額
で
あ
る
こ
と
。

ネ

道
府
県
の
知
事
又
は
議
会
の
議
員
に
係
る
特
別
選
挙
等
が
あ
る
た
め
、特
別
の
財
政
需
要
が
あ
る
こ
と
。

ネ

道
府
県
の
知
事
又
は
議
会
の
議
員
に
係
る
特
別
選
挙
等
が
あ
る
た
め
、特
別
の
財
政
需
要
が
あ
る
こ
と
。

ナ

関
東
ロ
ー
ム
地
帯
に
あ
る
道
路
に
要
す
る
経
費
が
多
額
で
あ
る
こ
と
。

ナ

関
東
ロ
ー
ム
地
帯
に
あ
る
道
路
に
要
す
る
経
費
が
多
額
で
あ
る
こ
と
。

ラ

そ
の
他
財
政
需
要
又
は
財
政
収
入
が
過
大
又
は
過
少
で
あ
る
こ
と
。

ラ

そ
の
他
財
政
需
要
又
は
財
政
収
入
が
過
大
又
は
過
少
で
あ
る
こ
と
。

三

次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

三

次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

イ

当
該
年
度
の
六
月
分
及
び
十
二
月
分
に
係
る
超
過
支
給
額
並
び
に
当
該
年
度
の
十
二
月
分
の
特
別
交
付

税
の
額
の
算
定
の
基
礎
に
算
入
さ
れ
な
か
つ
た
超
過
支
給
額
の
合
算
額
を
基
礎
と
し
て
算
定
し
た
額
（
表

示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。）

イ

当
該
年
度
の
六
月
分
及
び
十
二
月
分
に
係
る
超
過
支
給
額
並
び
に
当
該
年
度
の
十
二
月
分
の
特
別
交
付

税
の
額
の
算
定
の
基
礎
に
算
入
さ
れ
な
か
つ
た
超
過
支
給
額
の
合
算
額
を
基
礎
と
し
て
算
定
し
た
額
（
表

示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。）

ロ

交
通
機
関
等
を
利
用
せ
ず
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
使
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
勤
す
る
者
に
対
し
て

当
該
年
度
に
支
給
さ
れ
た
通
勤
手
当
の
額

ロ

交
通
機
関
等
を
利
用
せ
ず
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
使
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
勤
す
る
者
に
対
し
て

当
該
年
度
に
支
給
さ
れ
た
通
勤
手
当
の
額

ハ

退
職
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
特
別
昇
給
し
た
職
員
に
対
し
て
当
該
年
度
に
支
給
さ
れ
た
退
職
手
当
の

額
の
う
ち
、
当
該
特
別
昇
給
に
よ
り
増
加
し
た
額

ハ

退
職
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
特
別
昇
給
し
た
職
員
に
対
し
て
当
該
年
度
に
支
給
さ
れ
た
退
職
手
当
の

額
の
う
ち
、
当
該
特
別
昇
給
に
よ
り
増
加
し
た
額

ニ

当
該
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
法
第
二
百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
寒
冷
地
手
当
の
支
給
総
額
（
以
下

「
寒
冷
地
手
当
支
給
総
額
」
と
い
う
。）が
、
国
家
公
務
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
二
百
号
）
第
二
条
に
定
め
る
額
を
当
該
道
府
県
の
条
例
に
規
定
す
る
寒
冷
地
手
当
の
額
と
み
な

し
て
計
算
し
た
寒
冷
地
手
当
の
支
給
総
額
（
以
下
「
み
な
し
寒
冷
地
手
当
支
給
総
額
」
と
い
う
。）を
上
回

る
道
府
県
に
つ
い
て
、
寒
冷
地
手
当
支
給
総
額
か
ら
み
な
し
寒
冷
地
手
当
支
給
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額

ニ

当
該
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
法
第
二
百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
寒
冷
地
手
当
の
支
給
総
額
（
以
下

「
寒
冷
地
手
当
支
給
総
額
」
と
い
う
。）が
、
国
家
公
務
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
二
百
号
）
第
二
条
に
定
め
る
額
を
当
該
道
府
県
の
条
例
に
規
定
す
る
寒
冷
地
手
当
の
額
と
み
な

し
て
計
算
し
た
寒
冷
地
手
当
の
支
給
総
額
（
以
下
「
み
な
し
寒
冷
地
手
当
支
給
総
額
」
と
い
う
。）を
上
回

る
道
府
県
に
つ
い
て
、
寒
冷
地
手
当
支
給
総
額
か
ら
み
な
し
寒
冷
地
手
当
支
給
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額

ホ

当
該
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
法
第
二
百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
域
手
当
の
支
給
総
額（
以
下「
地

域
手
当
支
給
総
額
」
と
い
う
。）が
、
一
般
職
給
与
法
第
十
一
条
の
三
第
二
項
に
定
め
る
割
合
（
当
該
割
合

が
人
事
院
規
則
九

四
九
（
地
域
手
当
）
別
表
第
一
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
地
域
に
あ
つ
て
は
、「
地
域
手

当
支
給
基
準
を
満
た
す
地
域
の
一
覧
に
つ
い
て
」（
平
成
二
十
六
年
九
月
二
日
付
け
総
務
省
給
与
能
率
推
進

室
第
十
号
通
知
）
に
お
け
る
地
域
手
当
の
指
定
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
割
合
）
を
当
該
道
府
県
の
条
例
に

規
定
す
る
地
域
手
当
支
給
割
合
と
み
な
し
て
計
算
し
た
地
域
手
当
の
支
給
総
額
（
以
下
「
み
な
し
地
域
手

当
支
給
総
額
」
と
い
う
。）を
上
回
る
道
府
県
（
地
域
手
当
支
給
総
額
が
み
な
し
地
域
手
当
支
給
総
額
以
下

と
な
る
道
府
県
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
認
め
る
道
府
県
を
除
く
。）に
つ
い
て
、
地
域
手
当
支

給
総
額
か
ら
み
な
し
地
域
手
当
支
給
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額

ホ

当
該
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
法
第
二
百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
域
手
当
の
支
給
総
額（
以
下「
地

域
手
当
支
給
総
額
」
と
い
う
。）が
、
一
般
職
給
与
法
第
十
一
条
の
三
第
二
項
に
定
め
る
割
合
（
当
該
割
合

が
人
事
院
規
則
九

四
九
（
地
域
手
当
）
別
表
第
一
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
地
域
に
あ
つ
て
は
、「
地
域
手

当
支
給
基
準
を
満
た
す
地
域
の
一
覧
に
つ
い
て
」（
平
成
二
十
六
年
九
月
二
日
付
け
総
務
省
給
与
能
率
推
進

室
第
十
号
通
知
）
に
お
け
る
地
域
手
当
の
指
定
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
割
合
）
を
当
該
道
府
県
の
条
例
に

規
定
す
る
地
域
手
当
支
給
割
合
と
み
な
し
て
計
算
し
た
地
域
手
当
の
支
給
総
額
（
以
下
「
み
な
し
地
域
手

当
支
給
総
額
」
と
い
う
。）を
上
回
る
道
府
県
（
地
域
手
当
支
給
総
額
が
み
な
し
地
域
手
当
支
給
総
額
以
下

と
な
る
道
府
県
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
認
め
る
道
府
県
を
除
く
。）に
つ
い
て
、
地
域
手
当
支

給
総
額
か
ら
み
な
し
地
域
手
当
支
給
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額

ヘ

各
道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
第
五
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
表
第
四
十
九
号
の
規
定
に
よ
り

算
定
し
た
額
（
農
地
転
用
の
許
可
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

ヘ

各
道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
第
五
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
表
第
四
十
九
号
の
規
定
に
よ
り

算
定
し
た
額
（
農
地
転
用
の
許
可
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

四

第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
額
か
ら
同
項
第
一
号
の
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、

零
と
す
る
。）

四

第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
額
か
ら
同
項
第
一
号
の
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、

零
と
す
る
。）

２

第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条

第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四

条
第
一
項
」
と
、「
当
該
額
の
う
ち
同
項
第
三
号
の
額
を
除
き
、
そ
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
額
の
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条

第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四

条
第
一
項
」
と
、「
当
該
額
の
う
ち
同
項
第
三
号
の
額
を
除
き
、
そ
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
額
の
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

３

第
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
算
定
額
の
う
ち
、
当
該
年
度
の
十
二
月
分
の
特
別
交
付
税
の

額
の
算
定
の
基
礎
に
算
入
す
べ
き
額
で
、
当
該
基
礎
に
算
入
し
な
か
つ
た
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
額
を
当

該
年
度
の
三
月
分
の
特
別
交
付
税
の
額
の
算
定
の
基
礎
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
額
に
、
第
二
条
第
一
項
第

二
号
に
掲
げ
る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
額
に
含
め
て
こ
れ
ら
の
額
を
算
定

す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
算
定
額
の
う
ち
、
当
該
年
度
の
十
二
月
分
の
特
別
交
付
税
の

額
の
算
定
の
基
礎
に
算
入
す
べ
き
額
で
、
当
該
基
礎
に
算
入
し
な
か
つ
た
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
額
を
当

該
年
度
の
三
月
分
の
特
別
交
付
税
の
額
の
算
定
の
基
礎
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
額
に
、
第
二
条
第
一
項
第

二
号
に
掲
げ
る
算
定
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
額
に
含
め
て
こ
れ
ら
の
額
を
算
定

す
る
も
の
と
す
る
。

令和元年月日 水曜日 (号外第号)官 報 
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